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船橋市立医療センターNews発刊にあたって
船橋市立医療センター院長　高原　善治

　このたび、当センターを皆様によりよく知っていただくために、船橋市立医療センターNews
を発刊する運びとなりました。
　当センターは昭和58年秋に開院、平成7年には増床し、現在の426床の総合病院となり、救命救
急センターを中心とした病院全科で対応する救急医療、小児・産科医療、地域がん診療連携拠点病
院としてのがん診療、循環器、脳疾患に対する高度医療を中心にした地域医療に邁進してきました。
　また平成9年には臨床研修病院に指定され、初期臨床研修医、後期臨床研修医の良き研修の場と
なるように、医師の育成にも携わってきました。さらに、緩和ケア病棟（20床）が平成22年１月にオープンする予定です。
私は、4月から当センターの院長として、小澤　俊先生の後を引き継いで就任しました。大きな使命をもち、25年も続い
ている施設の責任者に就任し、身の引き締まる思いであります。
　4月からより充実した医療を行うために、従来1つであった内科から、呼吸器内科、消化器内科、代謝内科、緩和ケア内
科を独立させました。また、脳血管疾患等リハビリ、運動器リハビリ、摂食機能療法（嚥下訓練）に加えて心大血管疾患等
リハビリを新設し、これらをまとめてリハビリテーション科として発足させ、診療の向上を図っております。また、外来で
の診療を拡充し、患者さんの負担を軽減する目的で、外来心臓カテーテル検査や外来化学療法を開始しました。一方、128
列マルチスライスCTスキャナを導入、４月初旬から稼動させ、診断技術面の高度化とスピードアップに繋げております。
　今後も、市民の皆さんの生命、健康を守るためにより高度な医療レベルを目指し、これを裏付ける研究および発表、そ
してこれらを発展させ継承していくための教育を行っていくことを、基本理念と考えております。相手の立場を考えた姿
勢を持ち、地域連携を重視した多くの医療機関と連絡を密にし、予防から診断、治療、急性期リハビリテーションまでの
一貫した医療の提供を行い、健全な経営に根ざした医療を行っていきたいと思っております。また、皆様からのご意見にそっ
た改善も必要と考えておりますので、今後もよろしくお願いいたします。
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平成20年度末退職・21年度当初採用医師
診療科名 退職者 採用者

呼 吸 器 内 科 塚　原　真　範 上　岡　英　子

消 化 器 内 科 辰　己　優　子 渡　辺　悠　人
小山田　　　新

代 謝 内 科 伊　藤　慎　介
精 神 科 伊　藤　順　子
循 環 器 内 科 上　岡　智　彦

小 児 科
林　　　美　幸 松　尾　　　薫
山　田　洋　輔 小　林　弘　信

坂　井　美　穂

外 科 堀　部　大　輔 成　島　一　夫
千　田　貴　志

整 形 外 科 山　口　　　毅 橋　本　瑛　子
脳 神 経 外 科 疋　田　ちよ恵
心 臓 血 管 外 科 松　浦　　　馨
皮 膚 科 ※清　水　聖　子
泌 尿 器 科 布　施　美　樹 陳　　　憲　生
産 婦 人 科 佐々木　　　徹 長谷川　　　瑛
耳 鼻 い ん こ う 科 山　本　陛三朗 國　井　直　樹

救 命 救 急 セ ン タ ー 宮　地　有　理 呉　屋　圭　一
比留間　孝　広 重　松　明　香

　平成21年3月31日をもっ
て、当センターの開設時から
尽力された小澤　俊前院長が
退任されました。

診療局人事異動

医療センターNews発刊に寄せて
　〜動き出した巨艦〜
このたび　季刊誌「船橋市立医療センターNews」を発行する事としました。これは医療センター

に働く者が問題意識を共有すると共に、同時に外に向っては当センターの取り組みを発信し理解し
てもらうためです。これから号を重ね、病院の発展の歩みと共に皆でこの小冊子を育てて頂きたい
と思います。
いま、ＷＨＯは新型インフルエンザの警戒水準をフェーズ６に引き上げ、パンデミックの状態と

宣言しました。船橋市内でも中学生を中心に流行が確認されて、保健所を中心にその対応に追われ
ているところです。早期の終息を願うばかりですが、今後はこの経験を十分検証する必要があるでしょう。
さて、全国にある約1,000の自治体病院は、総務省が掲げる公立病院改革ガイドラインに従いその存続をかけて改革元年を
スタートさせました。当センターも、ご案内のように今年4月より地方公営企業法の全部適用に移行し、診療機能の充実と健
全な経営をめざして改革の第一歩を踏み出しました。まだ3ヶ月ですが、この短期間に我々は様々な取り組みをしてきました。
薬剤部では服薬指導を飛躍的に伸ばしています。また治験管理室の設置も検討中です。臨床検査科では生理検査の開始
時間を早め、循環器内科の補助など業務の拡大に取り組んでいます。放射線科はCT、MRIの予約待ち時間の短縮に努力
しています。栄養指導も伸びています。心臓疾患の術後の早期リハを開始し、術後の回復をサポートしています。
診療所などの医療機関からの紹介数や逆紹介数も着実に上昇しており、さらに100％の返信率、紹介患者の全診療科予
約制など地域医療連携の強化を図り、１年以内に地域医療支援病院の承認を得るつもりです。
懸案だったDPC対象病院への取り組みも2年後の取得に向けて大きく踏み出し、7月からデータ入力が必要になります。
医師にはDPC入力、がん登録など、これまで以上に負担が増えますが、これを少しでも緩和するため、医師事務作業補助
制度の導入も進めています。
幸い当センターは “三次の救命救急センターを有する総合診療施設”として、全国的にも高く評価され、地域で大きな

期待を寄せられている病院です。私たちは、その期待に応えてこれまで以上に診療機能の充実、臨床研究の促進、臨床研
修医の育成、そして経営努力をしていく必要があります。毎月出される経営
指標については職員全員が共通認識できる様にしたいと考えています。
今回、各診療科の部長、各部門の責任者からのヒアリングを終え、前向き
で貴重な意見を聞く事ができました。改革元年、幸先の良いスタートが切れ
たと思います。自治体病院を取り巻く逆風の中、職員が心を一つにしてしっ
かり羅針盤を見据え、職員が誇りに思える理想の自治体病院を目指して行き
たいと思います。
職員689人を乗せた巨艦はゆっくり動き出した観があります。

※5月１日採用者

小澤前院長 退任

船橋市病院事業管理者　鈴木　一郎
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当センターでは、4月に、診療科目が17科から22科になりました。
呼吸器内科、消化器内科、代謝内科については、これまで内科と総称していたものを、わかりやすく
分けて表示することとしました。

呼吸器内科
部長　多部田　弘士

呼吸器内科は肺の病気を診察します。
肺炎、喘息、肺気腫などが代表的な疾患
です。しかし、残念なことに最近増えて
いるのが肺がんです。咳、痰、呼吸が苦
しいなどの症状は肺の病気を疑いますの
で、まず呼吸器内科を受診して下さい。

当科では、呼吸器外科など他科と協力しながら、肺のあらゆる
病気を診断から治療まで行うことが可能です。経験豊かな専門
医が患者さんやご家族とよく相談し、納得して頂ける診療を行
うように心がけています。

リハビリテーション科
部長　池之上　純男

当センターのリハビリテーション科に
は、理学療法士が６名、言語聴覚士が２
名、作業療法士が１名います。急性期病
院という性格上、対象は入院中の患者さ
んあるいは退院後の患者さんが主で、運
動器疾患のほかに脳卒中などの脳血管疾

患、心筋梗塞や心大血管の術後などのリハビリテーションを
行っています。回復期については隣接するリハビリテーション
病院にも協力していただきながら、より良い機能回復を目指し
ていきます。

代謝内科
部長　岩岡　秀明

「代謝内科」という名称は、皆さんに
とっては聞きなれない言葉だと思います。
「糖尿病・代謝・内分泌内科」と表示
している病院もあり、糖尿病を中心に診
療する内科です。
糖尿病は、この20年間で急増してい

る病気ですが、自覚症状に乏しいため放置またはコントロール
不良のままでいると、多彩で重篤な全身の合併症（神経障害、
眼症、腎不全、心筋梗塞、脳梗塞、足えそ等）を来します。早
期発見と早期治療（食事療法が中心となります）、継続した通
院加療が重要です。
代謝内科では、７泊８日の糖尿病教育入院コース、毎月１回

水曜午後（３時間）の外来糖尿病教室、予約制で栄養士による
個人別の食事指導を実施しております。
また合併症の診療に関しても、眼科、循環器内科、心臓血管

外科、整形外科、脳神経外科等関係各科と連携しております。
なお、バセドウ病、橋本病といった甲状腺疾患の診療も担当

しております。

消化器内科
部長　水本　英明

消化器内科では、胃・腸といった消化
管の病気のほか、肝臓・胆道・膵臓など
の病気の診断・治療をおこなっています。
吐血や下血などの救急疾患、健康診断や
人間ドックで異常を指摘された場合の二
次検査、かかりつけ医からの精密検査や

治療の依頼、また、がんなどの悪性疾患については、消化器
外科や放射線科などと協力し、カンファレンスなどで意見を
交換しあいながら、広い範囲の病気に対する診療をおこなっ
ています。

緩和ケア内科
副部長　野本　靖史

がんの治療には手術や抗がん剤、放射
線などの他にがんに伴う心や体の苦痛に
対する緩和ケアがあります。緩和ケアは
手術や抗がん剤などの治療と平行して行
います。当センターの緩和ケアは入院中
の患者さんに行う「緩和ケアチーム」の

他に、この度「緩和ケア内科外来」を開設いたしました。「緩
和ケア病棟」は来年オープンする予定でそれまでは入院できま
せんが、がんの苦痛のある患者さんから、外来で詳しくお話を
伺い、痛みを中心とした身体の苦痛に対し、オピオイド（医療
用麻薬）やその他の痛みを取るお薬を処方して、症状を軽くし
ます。
「痛くてよく眠れない」「動くと痛い」「呼吸が苦しい」「薬で
痛みは取れたけど吐き気が強い」「薬の副作用が心配」「薬の飲
み方がわからない」「飲み薬じゃない方が良い」など、痛みだ
けでなくいろいろな問題にもお答えします。
受診方法は「がん相談支援センター」（047 ｰ 438 ｰ 3321㈹）

にお尋ねください。

内科、呼吸器内科、消化器内科、循環器内科、代謝内科、緩和ケア内科、精神科、小児科、
外科、整形外科、形成外科、脳神経外科、呼吸器外科、心臓血管外科、皮膚科、泌尿器科、
産婦人科、眼科、耳鼻いんこう科、リハビリテーション科、放射線科、麻酔科

診 療 科 目

診 療 科 紹 介
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128列マルチスライスCTを導入し
診療機能を充実

高度
医療機器
を導入

医療センターでは現在2台のX線CT装置が稼動しています。CT装置とは人体にX線を照射しながら1回転さ
せることにより、コンピュータを用いて画像を作成していくものです。
平成21年4月、当センターA館CT検査室のCT装置が更新されました。検査室の様子も変わり、前より明る

く綺麗な検査室になりました。今回設置されたCT装置は今までの装置に比べ、寝台スピードや画像をつくるた
めのデータ処理能力などが数段に早くなりました。
従来のCT装置は、X線管球が1回転することで4個分のデータ収集能力がありましたが、今回設置されたCT

装置では1回転で同時に最高128個のデータ収集を行うことが可能となりました。これは患者さんの同一範囲を
撮影する場合、検査時間が格段に短くなる事を意味します。例えば胸部を撮影する際、息止めが20数秒近くかかっ
ていた検査も今では5秒かからずに撮ることができます。これによって、患者さんの息止め時間などの侵襲性が
減り患者さんからもCT検査が大分楽になったとの声も聞かれるようになりました。また、X線管球を1回転に費
やす時間も短くなり、従来では撮ることが難しかった心臓などの常に動きを伴う検査も可能となりました。さら
にCTの造影検査においても撮像時間の短縮効果により、造影剤の血中濃度を保つ時間が短く出来るようになっ
たため、検査によっては造影剤使用量の減少も可能となりました。

CT装置の更新に伴い装置周辺機器も充実し、大量の緻密なデータを
より速く、よりやさしく構築し処理することができるようになりました。
このことにより、より多くの医療画像情報（3D、4D画像）を提供する
ことが可能となりました（右図）。

平成21年4月に導入され約3ヶ月が経過し徐々に色々な検査が出来る
ようになって来ました。これにより、精度の高い検査ができるなど、患
者さんに高度な医療を提供できる環境づくりに努めています。 シーメンス旭メディテック株式会社提供

禁転写・禁複写
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■ 外来心臓カテーテル検査
　当センターでは今まで心臓カテーテル検査室が一
つしかなかったため、外来患者さんをお待たせする
ことが多く、ご迷惑をお掛けしていましたが、この
度外来患者さん専用の日帰り心臓カテーテル検査室
がオープンしました。
　経過観察室のアメニティーも充実しており、検査
前後はテレビ付きのリクライニングシートで休憩い
ただけます。時間的にも、朝９時頃より検査を開始
し、4〜 5時間後には帰宅することが可能です。こ
の検査室オープンにより、ますます患者さんへの医
療の向上、充実が図れるものと確信しております。

■ 外来化学療法
　平成21年5月18日より当センター E館2階に外
来化学療法室がオープンしました。今まで中央処置
室で行っていた外来化学療法（抗がん剤・生物学的
製剤の点滴）の患者さん（全診療科）を対象とした、
専用の治療室です。ベッドが8床、リクライニング
チェアが5床あり、一度に13人までの患者さんの
治療が可能です。それぞれの治療時間に応じた時間・
病床の予約を取って治療にあたっております。また、
専任のスタッフも配置され、地域がん診療連携拠点
病院にふさわしい施設となっております。

新館（E館）２階で診療を開始しました

トップ30安全マーク作戦
（船橋市に多い姓30に対してIDカードに緑色のマークをつける）

漢字でサイン徹底作戦
（ＩＤカードの白い部分に漢字でサインをしてもらう）

漢字でサインをされていない方は
ご記入をお願いいたします

診察・検査前に、
お名前をおっしゃってください。

リストバンド着用（入院時）

前室確認手順
　病棟ナース：お名前を確認させていただきます。
　　　　　　　ご自分からお名前をおっしゃってください。
　患 者 さ ん：私は○○△△です。
　病棟ナース：リストバンドの名前と同じかどうか
　　　　　　　確認します。はい、同じ名前です。
前室確認手順
　手術室ナース：お名前を再度確認させていただきます。
　　　　　　　ご自分からお名前をおっしゃってください。
　患 者 さ ん：私は○○△△です。
　手術室ナース：はい、○○△△さんですね。リストバンドと
　　　　　　　同じ名前です。

白色バンド

手術室入室時の患者さんの確認

漢字でサイン

IDカード

確認に
ご協力下さい

当センターでは患者さん
の確認を右記のように行
い、誤認防止策をとって
います。
外来での受診や入院の際
にはご協力をお願いしま
す。
★病院には同姓・同名・
類似名の方が多数来院
します。

★混雑時には、聞き取り
にくいことがあります
が、ご容赦ください。
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 問い合わせ
地域医療連携室　E館１階
電　　話：047−438−3321（代）
受付時間：午前9時〜午後4時

（土日・祝日・年末年始【12/29 〜 1/3】を除く）

赤ちゃんを授かったのかなと思ったときから授乳を終えるまで（母性病棟の紹介）
赤ちゃん大好きな助産師・看護師が皆さんの健やかなお産と育児のサポートを心を込めて
行っています。

当センターで出産予定の方が対象です。
妊娠中から出産までと育児について助産師と一緒に楽しく学びます。
ママだけでなくパパ・お兄ちゃん・お姉ちゃんも一緒に参加できます。

お産についてのＱ＆Ａ
母乳育児支援外来のママと助産師

すくすく両親学級

Ｑ：医療センターでは、普通の妊娠でもお産をすることができますか？　 Ａ：もちろんできます。
Ｑ：お産に夫は立ち会えますか？　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ：ご相談の上、状況に応じて立ち会えます。

安心して育児が行えるように、助産師がお母さまとご家族をサポートいたします。
母乳栄養や育児に関する相談を受け、一緒に解決策を考えます。
なお、当センター以外で出産された方も受診できます。

母乳育児支援外来受診のママの声
「母乳の出が悪く心配でしたが丁寧にわかりやすく教えて頂きました。
　母乳育児をあきらめないで済みそうです。」
「育児の不安が解消されました。」

参加されたママの声
「［すくすく］に参加して陣痛の時の過ごし方がわかりました。」
「助産師さんの顔が見られて安心しました。」
参加されたパパの声
「父親の責任の重さと楽しさ、希望を感じることができました」

開催日：土曜日（13：30～15：30）　４回コースです。
申　込：産婦人科外来で受け付けています。

外 来 日：月曜日から金曜日の午後、1回３０分程度
受診方法：予約制です。
　　　　　予約申し込みは産婦人科病棟にＴＥＬをして下さい。
　　　　　（047ｰ438ｰ3321㈹）
料　　金：１回2620円（税込）、自費です。

すくすく両親学級

母乳育児支援外来

地域医療連携の取り組み紹介

地域医療連携室だより
がんに関する悩みや不安は
がん相談支援センターに
ご相談ください

　“がん相談支援センター”では、専任の看護師やソー
シャルワーカーが、無料で患者さんやご家族からの相
談に応じています。
　お話を伺い、問題や気持ちの整理をしながら一緒に
考え、患者さんやご家族がよりよいがん治療を受けら
れるよう、お手伝いができればと思っております。　
　当センターにかかっていない方のご相談もお受けし
ています。予約していただければ、お待たせすること
はありません。また、電話でも直接
来院されても結構です。がんについ
ての身近な相談窓口として、ぜひご
利用ください。

●地域医療連携室内●

7月1日から完全予約制の
セカンドオピニオンを開始しました。

　当センターでは、他の診療所や病院を受診中の患者さ
んを対象に、診療内容や治療に関し迷っている方に、当
センターの医師の意見・判断を提供し、患者さん自身の
今後の判断に役立てていただくため、完全予約制のセカ
ンドオピニオンを始めました。

☆申し込み方法
　お電話でお申し込みください。その際にセカンドオピ
ニオンに該当するか、必要な資料があるかなど、確認さ
せていただきます。基本的に全診療科で実施しておりま
すが、疾患によっては、お受けできない場合があります。
　また、転院希望、医療事故や診療費等に関する相談は
お受けできません。
☆対象者
・�原則として患者さんご本人。ただし同意書があればご
家族でも可能です。

☆用意していただくもの
・診療情報提供書、検査データ、レントゲンフィルム等。
☆料　金
・�相談料は1回あたり30分まで　10,500円（税込）です。

看
護
部
だ
よ
り
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　毒を変えて薬と為す、甲
の薬は乙の毒、薬も過ぎれ
ば毒となる、薬あればとて
毒を好むべからず、山椒目
の毒腹薬…など薬にまつわ
る多くの言い伝えは、表す意味が変わることがあっ
ても、もともと薬と毒が諸刃の剣であるというこ
とを私たちに教えてくれます。
　６月１日から一般医薬品（市販薬）の新たな販
売制度がスタートしました。医療機関で処方せ
んをもらって調剤してもらう医療用医薬品とは違
い、一般医薬品は皆さんがご自身の判断で購入し
て使用できる薬です。しかし薬は毒でもあるとい
われるように、使い間違いや副作用によっては、
かえって病気を悪くしたり、大きな病気につなが
る小さな症状を隠してしまうことさえあります。
一般医薬品を使用する前には添付の説明書をよく
読み、安全に、適切に、そして有効に利
用しましょう。

薬剤部　市原　幸洋

●資　格／正看護師免許をお持ちの方
●募　集／看護師（正規・臨時職員）
　　　　　若干名
●休　日／週休２日制
　　　　 （臨時職員の場合は、
　　　　　勤務日数の相談に応じます。）

　詳細は当センター
ホームページをご覧い
ただくか、下記までお
問い合わせください。
☎047-438-3321㈹
　総務課庶務班まで

お薬のはなし

よく
ある質問

AQ &

　診療費に消費税はかかるのですか。Q.

看護師さんを

募集しています

　この度船橋市立医療センターNewsを発刊するこ
ととなりました。これからは４半期に１回発行し、
皆さんに情報を発信していきたいと思います。

広報委員長　三村　雅也

編 後集 記

　皆さんからよく寄せられる質問に対してこの
コーナーで、お答えしていきます。

　保険診療については、原則として消費

税は非課税となっております。ただし、保険診療

以外の費用である、入院した際に利用した個室の

利用料や診断書料、おむつ代や病衣代などは消費

税の対象となります。

　なお、これまで当センターでは、消費税は外税

方式で表示していましたが、７月１日からは総額

表示（内税方式）となりました。会計の際にお渡

しする「請求書兼領収書」は消費税を含んだ額で

表示されています。

問い合わせ　医事課　047 ｰ 438 ｰ 3321㈹

A.
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平成21年７月１日現在
月 火 水 木 金 備考

内科

新 患 岩岡　秀明 前川　祐子 徳田　敦子 小澤　　俊 植山　太郎 【腎臓内科】
㈫第1・3午後
事前予約が必要
【神経内科】
㈬午後
事前予約が必要
※�消化器内科㈭の渡辺・水本、
　㈮の安藤は予約患者のみ。
※�女性専用外来は事前予約が必要

呼 吸 器 中村祐之・上岡英子 徳田　敦子 多部田弘士 中村　祐之 多部田弘士

消 化 器 小山田新・〔交替医〕 水本　英明 安藤　　健 渡辺悠人・水本英明 小林照宗・安藤健

代 謝 岩岡　秀明 鶴岡　　明 岩岡　秀明

女性専用 大淵　　紫 古池　織恵

循 環 器 内 科
杉岡　充爾
稲垣　雅行

福澤　　茂
沖野　晋一

前川　潤平
稲垣　雅行

杉岡　充爾
市川壮一郎

福澤　　茂
池田　篤史

心 臓 血 管 外 科 高原善治・茂木健司 午後１時　※第1・3・5 高原
　　　　　　※第2・4　　茂木

緩 和 ケ ア 内 科 野本　靖史 午後　※新患は事前予約が必要

小 児 科

中村　公則
木谷　　豊

佐藤純一・〔交替医〕
（小児循環器）

佐藤　純一
伊賀　裕子
松本　歩美
（小児循環器）

丹羽　淳子
斎藤　直樹
佐藤　純一
（小児循環器）

木谷　　豊
松尾　　薫
林北見・牧野道子
（小児神経）

秋岡　祐子
（小児腎臓）

伊賀　裕子
坂井　美穂
〔交替医〕

（小児循環器）、（小児神経）、
（小児腎臓）は午後。
予約患者のみ。

外 科
丸山　尚嗣
唐司　則之
小林　　豊

渡辺　義二
佐藤やよい

唐司　則之
丸山　尚嗣

成島　一夫
齋藤　　武
（小児外科）

渡辺　義二
羽成　直行

【乳腺外来】㈮

呼 吸 器 外 科 木下　孔明 木下　孔明

整 形 外 科
〔交替医〕 池之上純男

高瀬　　完
〔交替医〕

三村　雅也
鮫田　寛明
新保　　純

〔交替医〕 〔交替医〕 予約のない患者は㈪・㈭・㈮

耳鼻いんこう科
〔交替医〕 國井　直樹

大塚雄一郎
國井　直樹
大塚雄一郎

國井　直樹
大塚雄一郎

國井　直樹
大塚雄一郎

眼 科
上原　七生
谷口　有子

上原　七生
松枝　美文

上原　七生
斎藤　　守

松枝　美文
斎藤　　守

上原　七生
斎藤　　守

泌 尿 器 科
武田　英男 佐藤　信夫

滝澤　一晴
〔交替医〕 佐藤　信夫

陳　　憲生
佐藤　信夫 【膀胱外来】

第3㈭午後

産 婦 人 科
鈴木　康伸
斉藤　俊雄

森竹　哲也
吉原ちさと

斉藤　俊雄
佐川　泰一

鈴木　康伸
林　　　敏

林　　　敏
大淵　　紫

脳 神 経 外 科
唐澤　秀治
金　　　弘

三ツ橋茂雄
唐澤　秀治

畑山　和己
金　　　弘
根本　文夫

唐澤　秀治
金　　　弘

内藤　博道
安間　芳秀
金　　　弘

【脳神経内科】
㈮午後
【メモリークリニック】
㈫・㈭

麻 酔 科 〔交替医〕 〔交替医〕 〔交替医〕 午後

形 成 外 科 薬丸　洋秋 薬丸　洋秋 呉屋　圭一

皮 膚 科
清水　聖子
黒田　　啓

清水　聖子
黒田　　啓

清水　聖子
黒田　　啓

清水　聖子
黒田　　啓

【皮膚科特殊外来】
㈬
予約のない患者は
㈪・㈫・㈭

精 神 科
宇田川雅彦
岡戸　民雄

宇田川雅彦
岡戸　民雄

宇田川雅彦
岡戸　民雄

宇田川雅彦
岡戸　民雄

宇田川雅彦
岡戸　民雄

新患は事前予約が必要

放 射 線 科 原　　竜介 黒崎　弘正 新患は事前予約が必要

担当医師は状況により変更することがありますのでご了承ください。

外　来　担　当　医　師　一　覧　表


